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期対

平
塚
市
青
少
年
弱
属
国
協
議
会
〈
会
長
加
藤
市
長
)
は
、
七
月
一

ら
い
た
委
員
幹
事
合
同
会
議
に
お
い
て
、
夏
休
み
を
対
象
と
す
る

背
少
年
保
護
腎
成
運
翫
要
綿
」
者
決
定
し
ま
し
た
。

問
要
閣
酬
は
「
夏
は
、
青
少
年
の
心
を
開
法
的
に
し
、
自
由
な
時
潤
が
多
い

こ
と
か
ら
、
抽
即
断
す
る
と
、
生
活
の
乱
れ
や
あ
や
ま
ち
を
招
吉
や
す
い
。

反
扇
、
家
庭
で
す
ご
す
時
間
や
、
地
域
社
会
に
接
す
る
機
会
が
ふ
え
、
親

と
手
の
関
係
を
耐
控
え
た
り
、
背
少
年
活
動
を
の
ば
し
て
や
る
な
ど
に
絶
好

の
季
節
で
あ
る
。
脊
少
年
に
業
し
く
開
明
る
い
白
昼
休
み
を
過
さ
せ
る
と
と
も

に
、
①
公
徳U
の
諸
媛
、
②
青
少
者
の
考
行
防
広
、
③
勤
労
青
少
年
の
福

割
増
進
を
強
力
に
す
す
め
た
い
」
と
訴
え
て
い
ま
ナ
。
こ
の
要
綱
に
も
と

つ
い
て
関
係
機
関
、
開
制
係
罰
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
青
少
年
の

し
あ
わ
せ
を
深
め
る
活
動
を
行
な
う
と
さ
れ
て
お
り
、
市
青
少
時
諜
の
発

足
と
と
も
に
、
と
の
一
室
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
蟹
季
青
少
年
保

護
育
成
遼
動
嬰
網
批
の
と
お
り
。

醐
幽E
世
相
・
平
塚
市
青
少
年
間
隔
岨
協
議
会

醐
醐
協
議
実
施
惜
際
お
よ
び
図
体
・
平
塚
市
、
平
塚
市
教
育
委
員
会
、
平
塚

労
働
基
準
監
欝
題
、
平
塚
密
接
謡
、
平
塚
公
共
織
業
安
定
所
、
平
塚
商
工

会
議
所
、
平
塚
青
年
会
議
所
、
平
塚
役
会
福
祉
協
議
会
、
平
塚
地
区
保
護

司
会
、
平
塚
域
医
泡
迂
保
護
婦
人
会
、
平
塚
市
青
山

Y年
育
成
連
絡
会
、
平

塚
市
青
少
年
社
会
些
活
指
導
舷
進
委
員
会
、
平
塚
市
公
開
店
箆
長
会
、
平
塚

市
矯
入
団
体
連
絡
協
議
会
、
平
壌
市

P
T
A
連
絡
協
議
会
、
平
塚
市
青
年

同
山
体
連
絡
協
議
会
、
平
塚
市
子
供
会
指
導
者
連
絡
協
議
会
、
平
塚
池
氏
学

校
警
察
連
絡
会
、
平
緩
市
小
学
校
長
会
、
平
家
市
中
学
校
長
会
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
平
塚
地
区
、
平
塚
地
区

B
B
S
会
、
平
域
繁
昌
明
署
山

γ年
時
世
脊
会

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
平
塚
地
区
。

醐
臨
期
間
間

e

七
万
二
十
一
日i
八
月
一
一
一
T
一
白
ま
で
、

醐
幽
実
綴
要
織
・
①
学
校
で
身
に
つ
け
た
学
期
間
態
度
が
、
長
い
夏
休
み
の
溜

に
く
ず
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
計
溺
的
な
ヂ
舗
を
奨
一
岡
山
指
導
し
、
自

由
研
究
の
指
導
等
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
適
切
に
配
議
す
る
。

②
器
開
少
年
の
悠
読
の
笑
状
を
つ
か
み
、
夏
休
み
中
の
指
導
の
売
業
を
は
か

り
、
と
く
に
、
最
返
の
青
少
部
非
行
の
増
加
を
考
え
、
家
庭
教
青
・
間

朝
刊
指
替
の
徹
磁
を
窮
す
る

③
青
山
プ
平
の
行
事
中
会
合
な
ど
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
審
加
し

協
力
す
る
。

④
一
地
域
の
青
少
年
を
よ
り
よ
く
背
成
す
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
の
樺
成
や

家
庭
教
首
の
重
要
性
、
青
少
年
を
中
心
に
し
た
団
体
等
の
膏
成
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
青
少
年
の
た
め
に
細
心
の
助
言
と
協
力
を
つ
づ
け
る
。

⑤
す
で
に
で
き
て
い
る
こ
ど
も
会
、
こ
れ
か
ら
仲
間
づ
く
り
を
し
よ
う
と

す
る
こ
ど
も
会
、
ポ
;
イ
ス
カ
ウ
ト
本
ど
の
継
続
的
な
グ
ル
ー
プ
活
動

の
ほ
か
緑
陰
図
書
館
、
映
館
会
な
ど
も
、
お
と
な
の
立
場
か
ら
青
成
助

長
す
る
。

⑥
官
担
体
み
を
利
用
し
て
行
な
わ
れ
る
青
少
年
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
は

作
業
環
境
、
労
働
条
件
に
つ
い
て
十
分
注
意
し
指
導
す
る
。

⑦
暴
力
行
為
、
性
的
非
行
な
と
問
題
を
起
し
や
す
い
深
夜
外
出
を
し
な
い

ょ
う
揺
噂
す
る
。

③
条
例
指
定
映
磁
や
図
書
、
成
人
峡
間
固
な
ど
、
青
少
年
に
好
ま
し
く
な
い

興
業
は
、
背
少
年
が
観
賞
し
な
い
よ
う
指
導
す
る
と
間
一
時
に
、
業
者
平

家
庭
の
穣
穣
的
な
協
力
を
も
と
め
る
。

③
交
通
事
故
、
水
難
事
故
、
宿
火
な
ど
木
注
意
が
も
と
の
災
害
を
引
曹
趨

こ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
遊
び
方
の
十
分
な
指
導
を
行
な
う
。

⑬
憂
祭
。
、
金
お
ど
り
、
腕
涼
大
会
、
海
浜
な
ど
の
人
出
の
多
い
場
所
や

盛
り
場
な
ど
ト
を
重
点
に
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
い
、
筒
間
出
掛
年
の
早

期
発
露
に
っ
と
串
る
と
と
も
に
、
否
良
化
防
止
活
動
を
徹
底
す
る
。

少協で活ると臨時

←
お
め
で
と
う
と
申
援
だ
け
幾
っ
た
の
で
、
母
屋
が
出
来
る
ま
で

P
ν
一
し
あ
げ
た
ら
「
私
な
牛
小
屋
に
伎
み
、
さ
っ
そ
く
集
荷
所
を
再
建

ノ
一
ど
一
遣
を
字
病
で
し
て
乳
の
露
出
荷
に
努
め
た
。
昭
和
六
年

C々

一
一
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
土
沢
搾
乳
組
合
設
立
日
間
組
合
長
、
間
十
九
年

記
判
官
一
こ
れ
ば
離
農
家
舟
露
組
合
長
、
い
ら
い
一
一
ナ

T
一
一
一
年
間
役
員
と
し
て

手
一
に
下
さ
っ
た
も
の
と
酪
農
援
輿
に
努
力
、
現
在
百
一
一
一
事
の
乳
牛

尾
…
態
っ
て
お
む
ま
す
」
が
飼
育
さ
れ
市
内
純
一
の
都
農
地
帯
と
な
っ

リ
ノ
一
と
議
そ
ん
さ
れ
た
。
て
い
る
。
二
十
八
年
県
第
一
一
酷
農
場
結
成
滋

古
曜
日
一
短
か
く
山
内
り
こ
ん
だ
事
、
次
い
で
盗
事
。
一
一
一
十
年
産
業
功
労
者
と

I
J
一
白
鋭
、
市
山
崎
の
よ
い
し
て
県
か
ら
、
一
一
一
十
一
年
同
じ
く
村
か
ら
表

は
μ

一
温
顔
に
微
笑
を
た
た
彰
ぎ
れ
る
な
ど
半
生
を
鶴
間
間
援
輿
に
捧
げ
、

P
E、
一
え
て
、
静
か
に
牛
飼
六
月
一
思
議
綬
窓
質
を
授
与
さ
れ
た
。

話
一
い
の
半
生
を
諮
る
と
勲
章
授
与
の
発
表
が
五
月
十
六
日
。
謄
れ
の

1
1
1
い
こ
ろ
、
ど
う
み
て
も
援
策
の
直
前
同
月
二
十
九
日
多
年
苦
労
を
共

田
舎
の
お
じ
い
さ
ん
と
は
み
え
な
い
晶
の
ょ
に
し
て
き
た
裳
ト
キ
さ
ん
令
。
)
は
型
尿
病
床

い
老
紳
士
で
あ
る
。
に
倒
れ
て
臥
床
中
。
「
蓑
と
と
も
に
宮
中
に

浜
田
さ
ん
は
問
中
部
土
沢
村
上
吉
沢
(
務
手
意
内
で
吉
な
か
っ
た
の
が
一
生
の
時
間
弘
事
で

塚
市
)
の
農
談
の
長
男
に
生
れ
た
。
気
の
よ
い
し
た
」
と
隣
宮
山
め
ト
キ
ざ
ん
宇
田
隅
り
み
な
が

父
親
は
他
人
の
保
証
を
し
た
り
貸
し
た
土
地
ら
符
賊
を
う
る
ま
せ
た
。
夫
婦
の
閣
に
四
男

を
だ
ま
さ
れ
た
り
し
て
、
浜
田
『
Cん
が
成
長
四
女
を
も
5

け
た
が
四
男
は
県
立
小
田
原
中

す
る
こ
ろ
は
生
活
も
楽
で
友
か
っ
た

o

な
ん
学
(
現
高
校
)
脅
威
臨
等
で
事
業
、
昭
和
十
一
一
一

と
か
し
て
わ
が
家
を
再
興
し
よ
う
と
、
自
給
年
航
空
兵
と
じ
て
散
骨
し
た
ほ
か
は
鑓
会
。

肥
料
を
樽
る
た
め
に
一
一
十

7
の
と
哲
雄
の
乳
長
男
が
農
業
を
つ
ぎ
、
次
田
町
一
一
一
男
は
独
立

牛
一
一
闘
を
七
四
で
震
っ
た
の
が
酪
農
の
始
ま
し
て
会
計
員
。
四
人
の
続
は
そ
れ
ぞ
れ
嫁
い

り
。
乳
ヰ
を
飼
う
人
一
ラ
グ
レ
一
…P

〈5
4

一
で
孫
が
合
計
一
一
一
十


は
診
ら
し
く
、
病
気
(
;
ソJ
F
J
J
M
Y
J
J
f一
入
。
尊
篠
が
一
人J一
一

で
死
ぬ
牛
も
あ
る
の

A

務
畿
機
騒
麟
鱗
絞
{
畿
麟
緩
緩
ん
十
一
人
の
訴
が
焚
代

で
危
ぶ
ん
で
間
四
闘
の
←
鶏
幾
緩
機
務
畿
瀦
線
緩
綴
織
餓
機
緩
緩
畿
で
お
母
の
看
病
に
適

者
は
反
対
し
た
が
、
綴
畿
畿
議
務
機
畿
毅
畿
綴
額
務
綴
翻
鰯
さ
っ
て
く
る
と
い
う
。

母
親
之
さ
ん
(
七
議
議
襲
議
機
緩
襲
撃
警
部
長
う
門
に
は
磁
来

十
九
で
死
去
)
だ
け
一
番
必
轟
護
議
選
警
守
一
主
主
主
ツ
ト
ウ
で

が
終
始
賛
成
し
て
く
一
戸
ぇ

p
h
、
話
七
一

T七
才
の
今
日
ま

れ
た
。
こ
の
中
は
一

~
:
f
v
s

で
家
人
や
他
人
に
対

年
後
に
間
十
円
で
戸
三
笠
門
主
主
片
山
一
し
て
お
こ
っ
た
こ
と

れ
た
。
こ
の
年
ハ
明
治
四
十
三
年
〉
戸
塚
で
が
な
い
。
謀
長
が
こ
れ
だ
か
ら
一
一
家
は
い
つ

関
か
れ
た
第
二
岡
県
畜
産
共
進
会
に
出
品
一
も
春
闘
刷
た
い
と
う
、
こ
れ
だ
け
が
自
媛
と
い

等
入
選
、
い
ら
い
一
一
一
十
数
回
出
品
を
続
け
、

5

。
現
夜
回
附
加
)
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
乳
牛

鐙
林
大
混
貨
や
優
等
賞
一
ニ
一
闘
を
は
じ
め
い
っ
十
一
一
一
泊
闘
を
鱒
湾
。
時
代
の
波
は
こ
こ
に
も
の

も
よ
位
一
人
還
を
続
け
て
吉
た
。
大
正
七
年
メ
び
て
、
東
海
道
新
幹
線
が
静
か
な
回
闘
を
四
百

ス
乳
牛
一
一
聞
が
一
一
一
十
円
の
時
代
、
大
放
問
一
自
走
り
、
東
名
世
間
遠
埠
路
挙
結
ぶ
新
路
線
が
筏

円
を
按
じ
て
優
秀
な
メ
ス
ヰ
を
購
入
、
品
種
切
り
、
住
育
会
社
や
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
土
地
擦

の
改
良
場
山
慨
に
努
め
た
。
当
時
は
家
畜
の
病
発
に
手
を
伸
ば
す
な
ど
で
農
家
の
心
を
ゆ
さ

気
予
防
法
も
お
く
れ
て
お
り
、
獣
医
も
小
田
ぶ
っ
て
い
る
が
、
漂
白
さ
ん
は
こ
う
し
た
語

際
に
し
か
い
な
い
う
突
に
往
診
は
し
て
く
れ
曹
に
も
起
然
と
し
て
、
父
相
伝
来
の
回
簡
を

な
い
の
で
、
病
気
の
と
き
は
牛
を
ひ
い
た
り
守
り
牛
飼
い
を
続
け
て
ゆ
く
と
い
う
。
牛
乳

荷
車
に
の
せ
て
運
ぶ
。
あ
る
時
は
選
出
ー
で
可
な
ら
舌
先
で
艶
刷
出
ナ
る
ほ
ど
。
そ
の
お
か
げ

愛
い
い
牛
が
ポ
ア
グ
リ
倒
れ
て
死
ぬ
こ
と
も
で
す
こ
ぶ
る
健
康
、
ひ
と
こ
ろ
体
重
七
十
キ

あ
っ
た
。
そ
の
時
の
悲
し
さ
は
今
も
忘
ら
れ
ロ
も
あ
っ
た
が
ふ
と
り
す
ぎ
を
セ
ー
ブ
し
よ

な
い
と
い
う
。
こ
の
こ
ろ
は
牛
を
牧
場
に
黛
う
と
吸
い
は
じ
め
た
の
が
や
み
つ
き
で
た
ば

し
て
生
れ
た
コ
ウ
シ
を
ひ
曹
と
り
、
母
牛
は
こ
を
好
み
、
い
ま
は
健
康
上
一
回
い
こ
い
一

貸
し
て
乳
代
を
も
ら
う
と
い
う
方
法
が
多
か
偲
。
酒
は
や
ら
な
い
。
住
所
平
田
描
市
ょ

っ
た
。
こ
れ
で
は
利
益
も
少
な
く
、
商
店
時
苦
渋
三
四
二

も
な
い
の
で
浜
田
さ
ん
は
窃
分
で
乳
を
し
ぼ
(
文
・
名
倉
信
光
・
広
報
モ
ニ
タ
ー
)

り
一
一
宮
町
ま
で
選
ん
で
売
っ
た
。
こ
れ
に
刺

激
さ
れ
て
村
内
に
牛
を
飼
う
人
が
ふ
え
た
の

で
窃
宅
に
乳
の
醇
荷
所
を
作
り
、
会
社
と
契

約
し
て
共
間
出
荷
し
た
。
大
正
十
二
年
九
月

の
関
東
大
儀
災
で
家
屋
は
倒
酷
し
た
が
ヰ
小

協議振興の功緩!こよ由

貿綬褒重量を授与された
顔今月草ページ掴

②パージ・機構改革と人事異動

③ページ・新行政機構図、小住宅に

波説、心配ごと相談、法律相談

③ー③ページ・住民実態調査、主主化

踏切を金趨閉鎖、平塚駅中央ブリ

ッジ芳成、計量モニター募集、社

会に明るくする濠童話、市総長募集

⑤ページ姐くず入れ増設、印鑑葱録

の現状、市民主主主主入選作、農地相

談、納税窓口出張、家屋調査友ど

⑦ページ・予紡注射、ごみ収集平常

に、~~耳選挙ポスター募集なと

③ページ・声のひろば、新平塚風土

記、教育栂談、機言十人口君主どe
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八
月
}
回
、
加
藤
市
長
は
、
さ
き
の
臨
時
市
議
会
で
宮
ま
っ
た
平
塚
市
部
設
蹟
条
例
に
も
と
づ
く
機
構

改
革
と
こ
れ
に
と
も
な
う
人
事
泉
動
壱
発
令
、
今
秋
の
新
庁
舎
完
成
よ
り
一
円
居
間
中
く
、
発
展
ナ
る
市
政
に

鍛
え
て
あ
た
ら
し
い
体
制
廷
か
た
め
ま
し
た
。
今
回
の
機
構
敬
率
の
主
総
は
、
市
長
の
事
務
部
局
に
五
部

制
を
採
期
し
て
会
磁
的
本
事
務
機
構
の
売
実
主
能
串
ア
ッ
プ
を
は
か
担
、
こ
れ
に
よ
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
ね
ら
っ
た
点
で
す
。
さ
ら
に
内
容
的
に
は
、
い
ま
ま
で
建
設
都
市
計
調
一
一
課
で
処
理
し
て
曹
た

建
議
部
門
を
、
一
部
五
課
に
訟
充
画
期
的
注
先
奨
を
は
か
っ
た
ほ
か
、
税
務
擦
の
部
昇
格
、
商
工
部
門
の

先
築
、
百
常
市
民
に
接
触
の
深
い
市
民
謀
窓
口
部
門
の
充
築
、
骨
少
年
対
策
を
一
本
化
し
た
青
少
年
課
の

新
設
、
総
務
部
門
の
充
実
本
ど
に
遺
点
を
お
い
て
い
ま
す
。
と
の
新
事
務
機
構
は
、
現
庁
舎
に
分
散
の
ま

ま
ほ
ほ
一
一
一
カ
月
間
い
た
の
ち
、
諾
準
備
を
完
了
し
て
十
一
月
か
ら
新
装
な
る
新
設
庁
舎
に
う
つ
り
、
そ
の

機
民
間
を
輩
格
的
に
発
届
揮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

発
し
た
。

②
総
務
課
の
各
係
を
、
庶
務
課
・
人
事

諜
・
女
護
課
に
盟
骨
格
、
こ
れ
に
財
政
・

管
財
両
朝
闘
を
加
え
て
総
務
部
を
構
成

し
た
。
こ
れ
ら
の
諜
の
も
と
に
、
職

員
の
福
利
厚
生
原
・
審
査
係
・
広
報

係
時
車
稿
係
・
予
算
第
一
一
係
衣
ど
を

新
設
し
た
。
食
習
審
議
室
は
路
止
し
、

局
窓
に
あ
っ
た
企
溜
・
統
針
の
二
月
聞

は
庶
務
諜
に
編Xし
た
。

③
税
務
課
を
税
務
部
に
、
ま
た
間
同
課
の

各
保
を
諜
に
昇
格
し
た
。

③
商
工
課
題
ヱ
観
叫
ん
開
聞
を
、
路
業
町
内
・

ヱ
幾
何
開
・
観
%
減
・
公
響
係
の
回
開
問

分
立
さ
せ
、
路
工
業
の
銭
間
関
、
企
業

誘
致
、
公
害
訪
比
へ
の
体
制
を
強
め

た
。

⑤
市
民
訴
に
窓
口
係
と
市
民
指
談
用
聞
を

新
設
、
新
庁
番
使
用
開
始
挫
の
窓
口

サ
i

ピ
ス
の
徹
底
を
意
図
し
た
。

⑤
両
国
生
部
器
用
少
年
課
壱
新
設
、
い
ま
ま

で
社
会
教
育
と
福
祉
行
政
の
一
部
と

し
て
処
壊
し
て
い
た
青
少
年
の
膏
成

今
回
の
機
揮
改
革
の
お
も
な
点
は
次
一
指
導
を
一
事
化
し
、
こ
れ
を
暴
力
に

の
と
おD
で
ナ
。
一
ナ
ナ
め
る

ζ
と
に
し
た
。
青
少
年
の

③
平
塚
市
と
し
て
は
じ
め
町
一
副
総
を
一
保
護
膏
成
の
ほ
か
、
青
年
学
級
を
は

採
用
、
成
長
拡
大
す
る
市
政
に
対
し
一
じ
め
、
背
少
年
間
山
体
の
掲
導
注
ど
今

て
十
分
な
体
制
酬
を
一
確
立
し
た
。
新
設
一
後
す

A
て
こ
の
青
少
年
撲
が
行
本
つ

部
は
、
総
務
部
・
税
務
部
・
経
済
蔀
・
一
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

阿
国
生
部
・
建
設
部
の
五
部
で
、
部
の
一
⑦
建
設
課
を
、
援
強
謀

e
建
嘉
諜
・
道

も
主

L
E回
国
す
る
課
係
も
大
舗
に
拡
一
路
銀
・
下
水
道
諜
に
分
立
、
そ
の
も

力、頃つ昭和 39 年 8 .Fl15 a 

部め伝
「
新

と
に
従
来
の
係
に
加
え
て
、
道
路
の
一
建
設
部
門
の
い
ち
じ
る
し
い
充
笑
を

維
持
繍
修
保
・
新
設
改
良
即
時
・
住
宅
一
は
か
っ
た
。

保
・
営
繕
係e伎
同
胆
表
一
部
保
を
新
設
一
⑨
都
市
計
画
課
に
公
関
係
・
工
務
保
・

換
地
係
・
移
転
係
の
凶
町
聞
を
新
設
充
一
に
仕
立
青
諜
を
新
設
す
る
な
ど
、

突
し
た
。
一
護
員
会
事
務
局
の
充
実
も
行
な

⑤
国
間
同
年
金
事
務
と
溺
民
健
康
保
険
事
一
た
。
ま
た
、
談
会
事
務
局
臨

務
を
統
合
、
留
保
課
を
保
険
年
金
諜
一
級
を
回
国
す
る
こ
と
と
し
た

e

と
し
た
ほ
か
、
教
湾
委
露
会
事
務
局
一
x
x

転
場
事
θ

以
掲
げh

八
月
一
門
口
付
発
令
の
平
塚
市
人
事
異
動
は
、
部
長
へ
の
昇
任
六
名
を
は
り

hり
と
し
て
、
課
長
一
一
一
十
二
名

係
長
級
八
十
二
名
に
及
広
大
幅
な
も
の
で
し
た
。
今
回
の
人
事
で
、
部
長
級
(
一
級
織
)
は
総
務
・
税
務

経
済
e
民
生
・
建
設
の
各
部
長
の
ほ
か
、
議
会
事
務
関
長
、
消
務
長
本
ど
七
名
と
怒
り
ま
し
た
。
新
人
事

次
の
と
お
む
、
た
だ
し
係
長
以
上
。
カ
ツ
コ
内
は
部
の
澱
名
で
す
。
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日
か
ら
一
一
一
十
八
年
一
月
一
白
ま
で
の
一
市
役
所
資
産
税
諜
資
産
議
第
二
保
へ

績
に
新
築
さ
れ
六
土
ハ
平
方
針
。
ニ
軽
減
申
請
書
を
お
出
し
く
だ
さ
い
。
一
一

十
坪
)
以
下m
E自
家
用
専
用
家
盤
で
一
除
草
度
減
税
を
受
け
、
今
年
度
も
引
一
一

郎
害
総
い
て
自
分
が
住
ん
で
い
る
も
一
き
続
い
て
軽
減
対
象
と
な
る
家
震
に
一
一

の
で
あ
る
こ
と
。
一
つ
い
て
は
、
申
謂
議
の
提
出
を
必
要
一
一

軽
減
綴
・
延
建
坪
凶
十
九
平
方
れ
一
と
し
ま
せ
ん
。
一
一

ハ
十
五
坪
〉
以
下
の
ゐ
の
に
つ
い
て
一
本
草
度
分
の
鹿
定
資
麓
税
が
二
一
一
期
ま
一
一

は
関
定
資
産
税
額
の
二
分
の
つ
六
一
た
は
四
期
分
ま
で
納
入
済
み
の
方
に
つ
一
一

十
六
平
方M
(
二
十
坪
)
以
下
の
も
一
い
て
は
、
経
減
分
を
お
返
し
す
る
こ
と
一
一

の
に
つ
い
て
は
そ
の
う
ち
四
十
九
平
一
に
本
り
ま
す
。
各
一
期
別
に
納
税
し
て
い
…
…

方
M
分
の
税
関
聞
の
二
分
の
}
を
減
税
一
る
方
に
は
、
あ
た
ら
し
く
軍
正
通
知
書
一
一

す
る
。
一
を
送
り
、
と
れ
に
よ
っ
て
納
税
し
て
い
一
一

-
十
一
月
一
一
一
十
釘
ま
で
に
一
た
だ
く
こ
主

L
な
り
ま
ナ
。
一

六
六
平
方
ユ
下

新
築
灘
励
策

〈童書$穣郵便物認可〉

保 (庁舎管理・行政匹域部課長会議・諸庶蔀〉

部 〈市長効投の秘書・3i:際龍礼・臨情など〉

揺 (市行政の総合企画・新市建設・虫害対揮基本法腐保〉
市勢要覧〉

が(も宮下れ

時毛主言
問E 芸書
九億はちの
万一、実ひ

脅さ害警主
税万十 3E
璽霊童減霊
童龍 次税を
書量りのの行

語芦え主主

22量売
年

月

事 係 〈行政機構・事務分告書・職員の世免配置研修など〉

(職員の保障・福祉車生 給与〉

1 部 〈財政計画・予算の編成および配当〉

2 部 〈議会の招集と議案事財政状況の公表・予算の執行〉
用 度 部 〔物品の調達修購係管〉

1 係 (開発丑社との連絡‘市有財産の耳元帯主換処分〉

2 係 〔市有財産の管理・基金の運L弔〉
一車 輔 係 (公用率輔の整暗記率管理〉

書 係 (市長公印の管理・文書の収量発送保存浄書〉
査 係 (条開等諸盟定の制定改廃溶査〉

報 係 〈広報広暗報導機関との連絡〉
一機構計算部 (機捜計算〉

務 保 〈税古車事誌の総合企画・市税に関する不服等市説関係の証明Y
民税係 (市J県民税の課税〕

諸 税 時 (軽自動車税・法人市民課税ほか諾税の課税住ナンパ〉

(土地の評価路定資産税都市計画税の課税〉
(家患の評髄・家屋に対する部定資産税の課税〉
〔償却資産の諒査評価 a 世却資産に対する謀税〉

2 揺 (市税県民殺の収納・滞納処分〕
2 揮 〈収納金の整理す滞納督促〉

内税鵠励係 (泊係見貯蓄総合・納税相談・税叙tの調査萌究〉

一庶 務 部 〈農業華員会との連絡・農林漁業の韓合企画・農協の調整〉
水産部 〈農林漁業の指導振興漁港市営市場・主食集荷など〉
産 部 く畜産業の援興指導・種畜貸付・食肉センターなど〉

く農地の改良・開発調整・農地の虫害窪田ー金島 )11水害予防組合〉

〈農業ー共諸事業)

業 係 〈商業の振興指導・防虫建築促進計量商工会議所との連絡〕
業 係 〈企業の誘致工業の握興ー理職通信主連・鉱業など〉

光 部 〈観光行事・観光路発〉
害 保 (公害訪止〉

務 係 (競輪麓馬の収支精算交付金賞金など〉
業 部 (市官議論・誼馬の実誼〉

務 保 〈虫害救助安全都市・住民組織・国民貯蓄組合 e 市営プール・自衛官募集〕
籍 保 〈戸籍ll!J部届書の審査受理戸籍隠係台帳の藍晴〉

韓 時 (j主民韮鑑脊帳の整髄主食業者の畳韓外国人聾蟻〉

口 部 〈戸籍住民登蜂鹿部届書の聖付・謄抄本作成・主企配給*時鑑畳語と証明・ 2翌火事事許可・
母子手帳吏ff. 語託明・ー〕

市投所事詰の持説各種相談自の調整・人綴擁護委関陣〉

警

一市民

助|韓務

説務

寵務

世

〔市

係
係
係
係
係
係
係
持
係
係

脊
龍
覚

務
設
事
導
教
理
育
委

人
民
聴

問
施
学
指
成
公
管
体
隠
後

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

耐
出
J
卸li

和l

劃
l
J筒
所

育
育
究

語
教
教
育
委
技
会
育

学
社
体
図
教

i

一
l

一

i
一
一
一
筋

葺
本
w
m

肪

教
消

(
 

係
係
係

務
事
査

会〉

(教育委員会〉

議

毘主主

一市

車 部 〈水防・道路荷)11捕りょう丑密下水道台程整暗部の庶務〉

環 係 〈工事の請負契約完成検査・業者の資絡調査・失対事業〉

(住居表示名地番盤情〉

〈産鑑基準法関係防虫建築街区造成・建築工事の設計監鐙〉

(住宅施策の韓合計陣・市営怯宅の建築入居管理〉

〈市有建物等庁量購〕

(道路認定 e 道路占用ー道路橋りょうの維持管理補修〉

(道路きょうりょうの新設改良〉

(一般土木事業〉

(下水排水河川の維持犠修〉

〈公共下水道排水路河川の新設改良〕

(首都箆整慌街路公閤台帳区画整理審議会関係〉
(都市計画，計画街路・用途地域関係〉

〈公障の新設総指管理〉

-共同作業所の運営管理・思霊施設関部〉

一監理

語係

挙係

政係

地係

(選挙管理委員会〉

選管事務

〈農業委員会〉

農善事務

務

前
消肪

(監査委員〉

建設
l 土木係

管理係

水道部

庶務係
閣時

慰蕗

務時

地係
転 係 〈移転箆時〉

一担 λ 桂一一一一一一 一会計課「ー出納第 1 係 〈有曲誕券物品の出納保管ル現金財産の記母管理・指定金融機潤〉
!-出納第 2 部 (現金の出納保管・支出負担行為の確認 決算の調整〉

• 25才未満の男子・昭和40年

3 月高校以上卒猿昆込みの者
磁選考 e 身体検変・重苦記試験・適性
検査

監督〉

整理区画内の町名地番整理〉

※
こ
の
行
政
揖
構
は
・
昭
和
一
一
一
十
九
年
八
月
一
日
現
在
の
も
の
で
あ
る
表
中
岳
の

繍
に
並
記
し
て
あ
る
カ
ツ
コ
書
き
は
出
先
韓
関
を
示
一
す

e

自衛隊棒奈川地方連絡部

I の

家京都人家委員会・警視fT

日
と
九
月
七
百
で
す

人権擁護護閣が専門的
な法律のど椙談に応じ
ます…毎汚第 1 土曜量 6

13時から、灘署客室童第 2
会議室〈担当市民課〉



一
の
よ
う
な
背
請
の
な
か
で
行
な
わ
れ
、

未
登
録
者
六
千
百
八
十
八
名
、

}
M

m
u手
続
曹
も
れ
な
ど
己
一
千
百
一
一

名
、
合
計
で
実
に
、

(4) 

長春日告さき Z? 長号室王室主
目撃そ言語持;長 5 言語 T
35 書室 ;32 ぞ 52227 ミ
十平安 内ハ呈こ告。簿の会

五 i 言 8idii き iF52
意警ば護防に本名たて臨ま十一のてす自
伝喜苦手主管量管支警高て定害棄をよ t

iiEEFi 号室 ij 害事 55; 盟主
査。管よ品謹話喜一一宣言書玉喜定堕

主宰 店主主毒℃毛筆さ安定吉三区五整

ig iiiif;弓522313
さ喜重手ぞ芝田 警雲長と 雲信事支警宅自
堕高襲五幸会議 事芋 22 ×盆 J 室 E 零ヰ努

持喜善 bff i盟 lg 皇室 2 fiZ5322 
1iRiZ52 占 l 場長持23522
42;語審 :izii i 持 ;ii
下害事長官 Zijiif 害 iii;:
代三鶴男ょ E島民害時去をあ守

守番 1iiiiifi日出
LZ-[ 産主襲警草野 ~f 支え零喜

C 。史ご署員霊主主決主主

事室 ??iZしき持法 2 て
詩 5間持T52空行伝言

stJ1ji?i!?ii?i? 
容器;長 FJて
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選
挙
住
民

実
態
調
制
変

な
か
試
に
第

を

選
挙
管
盟
委
員
会
と
市
民
諜
は
、
こ
と
し
も
、
九
月
十
五
日
現
在
で
、
全
市
民
を
対
象
と
す
る
住
民
実

態
諮
査
を
一
げ
な
う
と
し
、
準
備
に
は
い
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
来
成
年
者
も
ふ
く
め
全
市
同
国
を
対
象

と
す
る
も
の
で
、
昨
年
に
統
嘗
第
二
回
問
、

ζ
の
調
査
の
な
か
か
ら
、
有
権
者
を
え
ら
ぴ
慕
本
選
挙
人
名

簿
も
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

く第 3 種使郵物認可〉

昭
和
三
十
六
年
十
二
月
二
十
日
以
降

現
在
ま
で
に
給
付
金
の
支
給
申
請
を

し
て
い
な
い
人
。

金
の
種
融
は
、
遺
族
・
葬
祭
・
療

障
害
a
休
業
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

〉く

すへての人が、犯罪の~Jjll:と罪を犯

した人たちの更正に澄解を J、かめ、

犯罪のない明るい社会をきずくょっ

努力しょう。

夜遊び・不良出版物"接ぎ場の出入

り・刃寺和のf芳守子などを青少年からと

おきfけ、この Jii立、宵少年が悪風に
そまらない強い必、と f本をきたえる夏

としてすごすよう見守ろっ。

肖少年ー諸君も、災休みγ・山と海・健

康な夏をすご L 、自身内lT春を大切

にしてほし" G 

平塚地区保護資会

台、gつ
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最終報告 新潟地震への義援

ヲゐ

、砲勧

昭和 39 年 8 月 15 f3 (5) 

新
潟
地
震
に
対
す
る
議
盤
金
の
受

け
付
け
は
、
七
月
二
十
日
一
応
締
め
切

目
ま
し
た
。
こ
の
出
ま
で
に
、
福
祉
事
務

所
へ
寄
せ
ら
れ
た
総
金
額
は
百
九
十
五

万
四
千
五
省
二
十
七
円
、
義
援
の
品
は

六
中
ム
ニ
件
に
遥
し
ま
し
た
。
前
月
号
の

謹
告
に
続
章
、
そ
の
挫
の
寄
付
者
を
紹

介
し
て
お
宮
ま
す
。

ハ
以
下
敬
杭
略
)

平
塚
慶
謹
高
校
生
活
科
一
一
十
年
二
千

円
、
市
役
防
職
員
組
合
間
共
済
会
♂

万
六
千
三
百
円
、
臼
本
テ
ー
ラ
ー
平

塚
支
店
従
業
箆
}
間
三
千
百
八
十
五

円
、
新
積
半
塚
古
属
機
連
合
会
一
ニ
万
円
、

諏
訪
町
会
一
一
A
沼
千
二
十
円
、
桃
浜

町
陵
耳
慣
二
千
五
百
円
、
平
塚
高
校
鎧

能
会
一
万
一
一
千
八
百
二
十
五
円
、
新

宿
桂
藤
相
官
先
一
万
円
、
平
家
五
巾
商
店

街
譲
合
会
一
一
十
郡
万
三
千
五
十
円
、

上
吉
沢
真
持
皆
吉
一
千
円
、
山
田
墜

敷
部
落
会
一
千
円
、
土
決
中
学
校
職

罵
生
徒
会
七
千
百
五
十
三
円
、
平
家

新
潟
福
岡
人
会
一
一
一
万
一
千
二
百
二
十
二

河
、
平
塚
水
産
加
工
組
合
一
}
一
千
円
、
中

露
深
百
四
泉
一
一
一
千
円
、
平
塚
海
浜
ホ

テ
ル
従
業
員
一
間
三
千
二
百
円
、
市

議
会
議
員
一
向
五
万
両
・
市
役
所
職

員
組
合
同
共
演
会
)
千
百
円
、
富
士

見
小
五
年
二
総
二
千
三
百
円
、
須
賀

倉
田
忠
雄
五
百
二
円
、
杏
雲
箆
分
館

有
志
四
千
円
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
万
年
鑑

研
究
部
有
志
五
平
七
十
八
円
、
高
浜

高
校
生
徒
会
)
万
一
千
百
五
十
四
日
円

本
宿
地
区
民
生
委
員
協
議
会
一
一
一
千
円

錦
町
体
育
振
興
会
二
万
一
千
七
十
九

円
、
小
松
鶏
子
生
届
技
術
総
合
一
同

一
千
七
言
二
十
円
、
浜
岳
中
伝
徒
会

灘採用職員・事務職員/土木技術職員/建築技術
職員/初任給大学卒18 ， 630円高校卒14 ， 800円
/扶養手当4∞円-6∞円/通勤手当最高 900円
/勤未勤勉手当 3 月 6 月・ 12月期支給

磁受験資機・①昭和38年 3 月以降lこ高校以上の学
校を卒業した者(男子に限る/本年10月頃採用)
②昭和40年 3 月に高校以上の学校を卒業する見
込みの者(男女)。
翻応募方法・受験申込書事を 8 月 318 までに平塚市
役所総務部人事課へ提出のこと。添付書類は①
写真 1 枚(最近 8 ヶ月以内に撮影したもの/セ

ミ4'lJ/ 上半身目見申書正面) ②緩歴書・身上調書
戸籍抄本・最終学校の成績証明書・卒業証明書
または卒業見込証明書害。
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も

上
澱
薬
品
前
。
明
治
商
事
(
株
)
鶴
、

神
奈
川B
S
商
事
前
、
リ
ッ
カ
ー
ミ

シ
ン
問
、
招
模
麗
旅
館
前
、
丸
五
産

業
前
、
森
永
乳
業
前
、
高
橋
製
材
所

前
、
う
廻
国
道
梶
山
氏
宅
前
、
同
域
所

武
雄
氏
宅
館
、
岩
間
警
小
前
、
横
浜
ゴ

ム
前
バ
ス
停
、
う
廻
国
道
野
耐
向
洋
服
一

店
街
、
丸
麗
製
只
ン
郎
、
石
井
和
二

商
店
前
、B
謹
火
災
海
上
前
、
倉
田
一

病
院
前
、
組
輔
副
場
前
、
奇
弁
家
具
店
一

部
、
大
同
開
醐
臨
場
前
、
按
多
野
屋
奨
宇
一

居
館
、
構
本
洋
服
府
間
、
大
関
謹
呉
一

般
店
前
、
平
倉
温
文
房
具
店
前
、
ふ
く
一

み
ら
く
浮
服
店
前
、
駿
河
銀
行
前
、
一

富
士
銀
一
忽
問
、
青
木
飼
籾
店
前
、
近
一

代
鐘
房
詰
刷
、
日
野
ジ

1

ゼ
ル
前
、
市
一

問
問
歯
斜
底
腕
前
、
高
橋
溜
店
前
、
市
ケ

民
セ
ン
タ
ー
樹
、
原
麓
商
店
街
、
中
土

地
方
事
務
所
前
、
追
分
パ
ス
惇
。
一

門
松
厳
地
区
い
日
弘
栄
営
葉
子
店
郎
、
一

馬
天
橋
バ
ス
停
、
馬
入
消
紡
分
間
出
前
一

馬
入
蔵
屋
敷
バ
ス
停
、
馬
天
松
鼠
パ
一

ス
停
(
南
側
お
よ
び
花
偲
)
、
亀
倉
一

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
府
部
。
一

富
士
見
地
冨
追
分
パ
ス
富
側
一
霊
登
録
重
っ
て
い
る
市
襲
安
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

書
パ
ス
停
ハ
北
側
お
よ
び
南
側
)
一
口
号
、
昨
年
度
}
年
間
の
取
り
扱
い
一
と
半
分
以
志
会
、

八
塁
路
パ
語
、
豊
田
道
バ
ス
停
一
を
集
計
し
て
み
た
弓
留
の
よ
う
な
一

笥
仲
町
交
番
前
、
市
長
宅
郎
、
パ
プ
一
グ
ラ
フ
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る

テ
ス
ト
教
会
前
、
検
察
庁
部
。
一
と
、
実
闘
の
届
け
出
、
嬰
即
日
法
判
と
も

門
大
野
地
区
同
日
童
話
バ
ス
停
才
、
そ
れ
ぞ
れ
半
数
震
が
代
麗
人
に

ハ
語
お
よ
び
東
側
)
、
八
橋
パ
ス
一
よ
っ
て
手
撃
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

惇
窓
側
お
よ
び
東
側
〉
。
了
、
係
を
心
配
ざ
せ
て
い
ま
す
。
露

i
l
l
l

一
で
は
、
実
印
に
濁
し
た
護
者
す
く
な

愛
の
血
液
た
す
け
一
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
印
鍍
に
関
し
た

あ
い
の
つ
ど
い
手
続
曹
は
、
極
力
本
人
で
さ
れ
る
よ
う

一
欝
告
を
出
し
て
い
ま
す
。

日
赤
愛
の
献
血
運
動
に
協
力
し
て
、
一

説
川
県
・
横
浜
市
・
日
赤
な
ど
の
共
一
門
富
山
霞
奨
閉
山
の
扇
け
出
に
本
入

量
に
よ
る
「
愛
の
血
液
扇
町
あ
い
一
が
お
い
で
に
な
っ
た
の
が
全
体
の
五

つ
ど
い
」
が
間
開
催
さ
れ
ま
ナ

c

献
一

・
預
血
の
知
識
普
及
が
ね
ら
い
。
一
0

・
九
月
二
日
士
一
一
時
一
一
一
十
分
一
一
一

・
県
立
直
楽
笠
木
I

ん
一
白

県
大
名
誉
教
俊
一
変

・
高
英
国
内
、
石
一
時

豊富とき・ 8~
8 El l0-15蒋

麹ところ・平

塚市民セン-ý
-3階会議室。

農地の売売・転
賂・貸借など畿
地に鵠係のある
問題について県
の担当職員が箆
接ご椴談にJii5じ
ます。怠気軽る
にお出かけ <t:!
è い。

11 

オ
レ
ン
ジ
色
の
く
ず
入
れ
百
五
十
基
を
増
設

市
の
美
化
滋
正
副
奨
協
脚
本
部
は
、
七
夕
ま
つ
り
の
は
じ
ま
っ
た
七
月

一
一
一
首
一
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
鎚
オ
レ
ン
ジ
色
の
く
ず
入
れ
龍
五
十
砲

を
新
設
し
ま
し
た
。
一
一
一
一
菱
横
山
脂
製
作
の
も
の
で
。
ピ
カ
。
の
呼
び

名
の
つ
い
た
奨
し
い
も
の
。
う
ち
四
十
慰
は
、
一
一
一
議
樹
脂
株
式
会

社
と
三
菱
銀
行
か
ら
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
で
衝
議
の
く
ず

か
ど
は
、
翠
皿
の
官
自
四
十
顕
義
と
あ
わ
せ
て
約
三
百
基
に
遥
し
ま

し
た
。

今
秋
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
県
内

で
も
ヨ
ッ
ト
や
カ
ヌ
!
の
競
肢
が
行
な

わ
れ
、
隣
り
の
穴
磯
町
に
は
選
手
村
が

債
か
れ
る
な
ど
、
多
数
の
外
国
人
が
訪

ず
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
外
陣
人
の
留

に
ふ
れ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
よ

い
契
機
と
し
て
、
街
頭
を
幸
れ
い
に
た

も
て
る
よ
う
、
く
ず
か
と
も
、
せ
い
ぜ

い
利
補
い
た
だ
吉
た
い
も
の
で
す
。

ム
可
留
の
設
一
麗
場
所
は
、
夜
通
や
火
災

予
防
な
ど
を
考
え
に
入
れ
、
歩
道
の
あ

る
道
路
に
の
み
叡
麗
し
ま
し
た
。
設
置

場
所
次
のι
お
り
。

門
港
地
底
凶
議
蹴
パ
ス
停
、
裏
献
華

月
食
裳
前
、
宮
蕊
自
由
館
坊
側
、
古
田

同
盟
店
前
、
青
木
守
二
商
店
前
、
一
知
平

塚
口
ケ
ッ
ト
商
会
郎
、
相
世
井
工
務
店

前
、
新
横
綱
面
前
、
名
川
氏
宅
前
、
吉

本
洋
服
店
街
、
山
本
プ
ロ
キ
店
前
、

曽
我
ガ
ラ
ス
店
前
、
税
務
器
部
パ
ス

附
階
、
カ
ト
ジ
ツ
ク
教
会
部
、
杏
雲
建

前
パ
ス
加
階
、
静
周
濠
商
店
前
、
伊
勢

市
商
店
前
刷
、
明
神
前
パ
ス
開
閉
(
街
側

お
よ
び
兆
甜
〉
、
長
短
町
パ
ス
俸
、

港
小
校
内
樹
、
須
賀
保
育
所
前
パ
ス

停
、
小
島
宏
民
宅
前
、
平
間
民
宅
前

小
島
荒
療
活
則
、
名
磁
鐙
部
バ
ス
停
ハ

南
側
お
よ
び
北
側
)
、
新
一
喝
ハ
ス
停

留
ツ
角
パ
ス
停
ハ
薦
問
団
お
よ
び
北
側
)

漁
港
前
パ
ス
僚
。
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市民文芸
4毒夏の部入選作惨

200人から

384点の応募

本
人
で
し
て
ほ
し
い
印
鑑
登
録
と
証
明

市
教
育
委
員
会
が
募
集
し
た
市
民
文
か
け
菅
野
貞
字
@
柿
若
葉
ゆ
れ
る
窓
ベ
に
嫁
ぐ
自
の
近
志
弁
政
官
口

芸
の
獲
の
部
の
入
選
作
次

m
E通
り
、A「
③
一
父
の
幽
閉
癒
え
し
杖
寄
柿
轡
襲
〈
攻
り
た
る
菩
娘
と
語
ろ
う
⑤
南
天
の
葉
に
宿
り
た
る
簡
の
雫
そ
こ
湯
場

回
は
二
百
人
か
ら
、
一
一
一
百
八
十
四
点
り
江
原
千
鶴
子
出
口
キ
ン
の
み
苅
る
梅
雨
の
告
閣
を
③
潟
あ
が
り
銀
殴
に
嬢
し
虹
が
咲
く

応
募
が
あ
り
、
俳
句
榎
本
琳
嵐
氏
、
短
②
椅
残
る
妊
の
片
脚
賂
青
葉
②
変
俵
積
み
終

D
し
夜
は
わ
が
手
足
愛
佐
々
木
巌
和
国
米

欧
島
探
秋
開
昭
氏
、
川
柳
終
回
裕
介
民
が
飯
田
艦
二
務
女
ほ
し
み
つ
つ
長
く
晴
樹
あ
み
す
①
樋
口
八
重
子
、
⑦
品
井
英
覧
手
、
@
④
農
繁
期
間
ひ
と
溺
ほ
し
い
汗
を
ふ
き

葱
に
あ
た
む
ま
し
た
。
〈
以
下
敬
称
絡
)
⑤
森
青
葉
ひ
ら
ひ
ら
児
の
裳
肉
っ
き
て
営
前
は
ぎ
江
宙
開
干
鶴
子
、
③
加
藤
た
け
し
、
⑬
柳
今
井
前
一
一

・
佐
佐
種
本
山
晴
嵐
長
嶋
・
応
募
百
八
高
木
紀
久
恵
③
一
埼
へ
に
人
の
気
も
悲
し
冷
蔵
践
の
臼
弥
六

e

⑤
雨
の
自m
w婆
に
切
り
抜
者
。
阪
が
山

:
e
i
-入
、
二
百
九
旬
。
⑤
遠
藤
時
造
、
⑦
高
木
一
一
一
郎
、
③
小
宮
ぎ
に
映
ゆ
る
紫
陽
活
の
ゆ
ら
ぎ
守

i
・e
篠
臼
裕
芥
氏
選
・
応
募
問
問
今
井
と

①
震
ま
つ
り
夜
る
を
支
へ
る
太
鼓
の
ソ
態
舟
、
③
向
山
英
津
子
、
⑬
森
山
茂
夫
。
斎
藤
ま
ち
“
川
柳
…
十
一
一
入
、
八
十
勾
。
⑥
大
沢
一
一
一
一
一
子
、
⑦
小
沢
自
由
世
夫
、

口
高
木
紀
久
恵
島
津
秋
盛
氏
選
・
情
豊
@
農
業
譲
う
震
を
諮
り
つ
つ
費
量
鼠
あ
り
て
人
も
襲
も
警
警
部
問
、
③
山
口
や
喜
、

@
乳
胞
の
旬
ひ
す
が
し
腎
獲
の
椅
子
に
十
一
人
九
十
七
瞥
る
家
族
に
践
は
照
り
そ
そ
ぐ
江
原
千
鶴
子
手
。鐙喜男諸島{卓上漁業協同組合・須
賀公民館・馬入j時効第 5 分間庁舎・

松原公民館・夕陽ケ丘母子寮。

鐙 B 耳 27 El (本) 花水公民館・花本
会館・海岸地区町会合鯨，豊原公民

館・諏訪町金銭。

盛時間，午前 9時30分~午後 4 時。

聾
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問
題
の
こ
す
も
え
な
い
ご
み

持
ち
出
し
方
に
な
お
乱
れ

溝
橋
諜
は
、
七1
八
月
の
二
カ
月
間
一
た
務
自
の
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
に

ご
み
収
集
の
夏
季
対
策
と
し
て
、
午
前
一
出
し
、
当
信
以
外
や
収
集
時
間
後
は

六
時
三
+
分
か
ら
の
早
期
収
集
を
続
け
一
絶
対
に
出
ぎ
な
い
こ
と
。

て
嘗
ま
レ
ペ
か
、
九
月
一
日
か
ら
再
三

B
付
近
の
方
に
滋
誌
が
か
か
ら
な
い

平
常
収
集
に
も
ご
す
こ
と
に
な

D

ま
し
一
ょ
う
十
分
注
意
し
、
環
境
を
よ
ご
ざ

た
。
九
月
一
回
以
後
、
収
集
作
業
は
午
一
な
い
よ
う
注
意
し
合
っ
て
ほ
し
い
、

前
八
時
一
一
一
十
分
か
ら
と
な
り
ま
ナ
。
一

×
一
施
設
の
人
二

清
掃
諜
は
、
ど
み
収
集
の
注
意
点
と
一
宮
名
を
招
待

し
て
次
の
こ
と
に
、
ど
家
庭
の
協
力
を
一

一
半
谷
興
業
な
ど
三
社
で

求
め
て
い
ま
す
。
一

①
ど
み
釜
聞
に
は
か
攻
ら
ず
ふ
た
を
つ
一
七
月
八
日
、
市
内
の
教
護
施
設
ふ
じ

け
、
曹
ま
っ
た
時
間
ま
で
に
選
路
ぞ
一
み
菌
と
身
体
障
害
者
一
世
盤
施
設
資
峰
怨

い
に
出
し
て
お
く
。
収
集
後
の
容
器
一
に
入
所
し
て
い
る
人
二
百
名
が
、
皿
一
離

は
す
み
や
か
に
し
ま
い
、
汚
れ
て
い
一
東
映
中
央
劇
場
に
招
待
さ
れ
、
時
磁
「

る
容
器
は
ち
つ
な
ど
清
一
訟
を
た
も
つ
一
路
傍
の
石
・
お
ふ
く
ろ
」
の
二
本
を
観

ょ
う
と
く
に
配
慮
す
る
こ
と
。
一
賞
、
半
日
を
楽
し
く
す
ご
し
ま
し
た
。

②
も
え
な
い
と
み
ハ
ガ
ラ
え
狛
・
灰
・
一
半
谷
輿
議
株
式
会
社
(
校
長
出
縄
録

あ
曹
か
ん
な
ど
〉
の
収
集
は
毎
月
二
之
助
氏
)
に
招
か
れ
た
も
の
で
、
こ
れ

問
題
目
を
嘗
め
て
行
な
っ
て
い
る
が
一
に
神
奈
川
中
央
官
記
過
が
協
力
、
パ
ス
閥

次
の
点
が
守
ら
れ
ず
付
近
の
方
に
迷
一
台
を
無
制
運
転
、
馬
一
人
の
明
治
商
事
平

惑
を
か
け
て
い
る
人
が
目
だ
つ
の
で
一
塚
出
張
所
が
お
菓
子
を
提
供
す
る
な

ぜ
ひ
あ
ら
た
め
て
ほ
し
い
。
一
ど
、
三
社
の
替
意
に
さ
さ
え
ら
れ
た
楽

A
も
ち
出
し
は
か
怠
ら
ず
嘗
め
ら
れ
一
し
い
行
事
で
し
た
。

討、ザフ

ごみ集収は 9月から平常時間にもどる

ない肌着君主ら着たままで検診を受け
ることができ、時期も 2-3分でナ
みます。検診の結果輿状があったば
あいは、無戦で精密検査を受けるこ
とがで吉まナ。商店のど主人、奥様
方お年寄 D 君主ど、ど近所さそいあわ
せてお出かけください。

富童巡閲回程…(上段は午前中、下の
馬主は午後十こ行なう会場です〉

B 月 148 須変・小島E空前 一前
漁業協同級合(護休み中
だけ荒井自動車学校)後

178 須賀・岩鱒武夫氏宅一前
8 須賀・乗連寺境内一後
18区真土公民館 一前
' 車中原公民主富 一後
198 中原小学校 一部
z 南原公民官官 一後
208 八幡公民館 一部
, I日四之宮公民館 一後

額時間・午前中は 9 時から11時まで
ただし支所・出張所管内に摂り 9
時30分から11時30分まで、午後は
各会場とも 2 時30分-4 時30分ま
で匂

富良せきと

ジフテリヤ

衛生裂は、首臼ぜきとジブテリャ!
の混合予防接種を次の臼程で行君主い;
ます。該当するお子さんをお近くの l
会場へおつれください。そのおり母 l

子手援をおもちに怠ってください。，

富墨対象児・〈工第 1期・昭和88， ll. 1 i 
九~39. 4.30日までに生れた子と、 ; 
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金国公民館関締公民館 レントゲン検診
沼公民館宮沢小学校 日一

松原公民館田村公民館 衛生諜は、レントゲンの無制巡間
富士見会民主富 1 検診を行なっていまナ。これは、う
中際公民館 {百四之宮公 l ちで働いているため、健康診断を受
民館 ;ける機会のない人たちを対象とナる

g沼目 見的合武道場 !もので、市内60か所にレントゲン車
D 24日 須賀公民館吃水公民館 l をまわします。衛生課では、すべて

第 3 回巡回は10月 198から、次号に の人が、年にー皇室は、レントゲン検
掲載します。診を受けるパきで、健康志家庭生活
綴時間~各会場とも、午後 1 時30分 l をいとなむためには欠かナことので
-3時まで。 i 曹ないものだとし、対象者全員がこ

〉く :の検診を受けるよう呼びかけていま
ナ。ボタンやホ、Yクなどのついてい

レン

H 16日

f117B 
D 18日

グ 198

Q 21 日

ヱ盤小学校

豊田公民館
阿南公民館

IB ØlZ窓会
民書官

宮月 18 須賀公民館夜水公民館
グ 2 臼 見附台武道場

〈第 2 国〉

宮月 14臼 金自小学校土駿小学校

グ 15日 滅島公認書官 室豊田公民館

〈第 1 邸〕

日月 24 臼 金田小学校

グ 258 城島公民館
Q 26日金日公民館

Q 27日旭公民館

D 28日松原公民館
u2自白

グ 31 日

1 
J弔〉

綴料金・無総
額巡回日程・

マ
第
一

議
油
市
川
の
知
識

の
本
(
藤
川
正
信
・
新

潮
社
〉
、
マ
ア
メ
リ
カ

の
雑
誌
出
版
界
ハ
臼
本

長
震
性
本
部
雑
認
識
査

問
・
門
口
本
雑
誌
協
会
)

マ
新
関
記
者
(
門
白
熱

・
筑
摩
書
房
〉
、
マ
海
外
旅
行
テ
ク

ニ
ッ
ク
ハ
笠
饗
正
明
b

奨
業
の
沼
本

社
〉
、
マ
進
学
!
こ
の
嵐
を
ど
う
曹

り
ぬ
け
る
か
〈
篠
崎
五
六
・
愛
書

房
〉
、
マ
旗
色
鉱
石
図
鑑
ハ
木
下
亀

城
・
保
青
社
〉
、
マ
画
家
と
画
商
と

蒐
築
家
(
土
方
定
一
・
岩
波
醤
店
〉
、

マ
現
代
に
生
宰
る
心
理
学
〔
南
博
・

講
談
社
)
、
円
v
荷
風
耽
務
ハ
小
向
勝

二
・
有
紀
喜
一
一
居
)
、
マ
柏
原
小
は
な

(
蜜
井
栄
・
新
制
出
社
)
。

七
月
二
+
一
一
国

務
鱈
時
間
恋
妄
‘か
ら
、
図
欝
館

の
開
館
時
簡
を
改
の
と
お
り
延
長
し

て
い
ま
す
。
こ
の
夏
時
間
は
、
八
月

一
一
一
十
日
(
土
〉
ま
で
行
な
い
ま
す
。

曹
関
館
時
間e中
前
十
時t
午
後
に
七

時
ま
で
、
た
だ
し
工
綴
・
臼
額
百
は

五
時
ま
で
。

軍
よ
い
映
画
を
み

る
会
・
九
月
十
五

日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
横
浜
桜

木
町
下
車
託
業
ケ
丘
議
立
図
謡
館
試

写
室i
上
映
フ
ィ
ル
ム
①
自
主
の
挺

鶴
、
②
ド
ン
チ
ャ
ン
白
唇
岳
笠
付
く

③
み
て
吉
た
ソ
連
1

カ
ボ
チ
ャ
と
香

水
。
当H口
先
着
四
十
名
ま
で
e

議鵜嬢緩緩

みんなでかいてください。

転たちの生活を豊かで楽しいも丹とするには 政治を立派なものにしをiすればなワ
ません。そして立読な政治円実現には、明る〈、正しい選挙が必吾妻です@

内 容公明選挙を表現するものをかいてく
(即応募資格全湿小学校児童・中学校。高等学校生徒 (1 人 1 点自作のこ

と)
(31 締切日の提出先 9 丹羽目(火曜 8) までに市役所内平阜市選挙管理署員告に

提出して〈ださい。
(41 色と大きさ原則として 4邑以内大きさは自由です。
(51 そ 町 他⑦作品の聾蔀右下に県名学校名学年氏名を高、ず記入

第 ，人入選者全員に記念品

省
盟
主
主

(11 

雪量

曹邑 世

趨発
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主主主章一定巷草丈会主皐守時喜左品号室
つンりた年と酷ても、ましな五官官うにーや
たゲ告干前向調 U 品二走者つ時にかだ初l パ

子供~ ¥0 ~C ま 6 寸前j C てがは olf 誕スのに砕愛
はし。に私まてナ、かにてから八発注寧にで心今好手存

主信号 2 て泊予響立時襲警ド雪て誤 252
々 ν; 星雲幸 吉史去 52228 高皇室主 投信
教教験た言語 けがさ注しう人八に平い手は いう培雪怠

是毛 ZE 主 主 4E 星雲 ζ 皇宮五重宅遺言 電 E Z 望
i;; 

軒、 ずるいこどもにしたくない 詰 5
1 ぶ 都心祭

主 乱れる記念切手発売艮の列 五重克
んらだ

と売十たをし主主つ時小をト学念埜始かかずなだか」
内 2芝、 、て半中二一仕切 i謹宋かえ、ぞり、と

子 1ζ 主主翼賢学いに学度音苓~気でつっと意
主主三区えつ授が君主主質問、をしナたてが r 善寺 1 小

が þ 十ーなたを乍た、いのー震て。lJ喰めで難

手 2 号空き雪量主義型喜望 YZ 再選芸毛 22 露ぃ筆

昭和 3吉年 8 fl 15 EI 

の
景
品
質
い
・
客

一
一
引
きe
ダ
ブ
箆

2

。
マ
パ
チ
ン
コ
震
の
店
内
や
付
近
を
う
ろ

月
八
つ
い
た
り
、
人
に
つ
嘗
ま
と
っ
て
お

力
番

6
0

容
か
ら
、
阜
県
古
田
や
賞
品
玉
を
自
民
っ
た

窓
口
り
、
買
お
う
と
ナ
る
こ
と
。

選
ず一
せ
マ
み
だ
ら
な
も
の
を
気
せ
る
と
か
売
る

反
く
と
か
震
っ
て
客
引
曹
を
し
た
り
、
チ

違
ま
例
は
ラ
シ
な
ど
を
溜
っ
て
、
通
行
人
に
誘
い

条
者
か
け
る
こ
と
。

止
申
骨

務
被
マ
持
ち
鞠
を
と
り
あ
げ
た
り
衣
服
を
つ

力
。
か
ん
で
強
く
客
引
曹
を
す
る
こ
と
。

鼎
轄
す

小
で
マ
以
上
の
ほ
か
、
ャ
ミ
売
む
す
る
た
め

の
罪
に
乗
車
券
や
入
場
券
を
賢
お
う
と
し

県
掲

は
る
た
り
、
そ
れ
を
売
ろ
う
と
し
た
り
、

日
耐
震
を
売
ろ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と

の
を
も
条
例
で
曹
び
し
く
禁
止
し
て
い

次
荊
る
@

ち
い
き
な
ず
る
さ
、
ち
い
さ
ま
感
、

列
を
一
み
だ
ナ
小
暴
力
、
そ
れ
ら
を
ま

か
り
と
お
ら
せ
る
私
た
ち
に
も
責
任

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

愛
知
県
で
は
、
記
念
切
手
発
売
臼

の
行
列
の
な
か
に
、
た
だ
ひ
と
り
列

を
乱
し
た
人
が
あ
っ
た
と
と
を
と
り

あ
げ
て
、
N
R
K
の
「
私
た
ち
の
言

葉
」
で
放
送
し
、
不
U
得
者
を
強
く

い
ま
し
め
て
い
ま
し
た
。
東
京
中
央

郵
抽
出
簡
で
は
、
五
列
に
並
ぶ
列
を
巡

査
が
底
瀕
し
て
い
る
と
か
、
平
塚
も

次
の
売
り
出
し
臼
か
ら
、
平
塚
田
曹
の

方
の
御
足
労
を
鼠
い
、
市
民
善
導
に

乗
り
出
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
息
い

ま
す
。
割
り
込
み
を
禁
止
の
表
示
を

大
き
く
出
し
て
ほ
し
い
と
、
開
問
問
民
同
聞

に
再
三
話
し
て
は
み
ま
し
た
が
、
無

駄
だ
と
言
っ
て
取
り
上
げ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。
み
ん
な
、
さ
じ
を
投
げ
て

あ
君
ら
め
た
形
で
す
。

「
こ
ど
も
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と

兎
逃
す
こ
と
が
寛
大
で
あ
り
、
一
一
莞
徳

の
よ
う
に
震
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま す
実"'"冷_y;本シヲネ_y;ψ

o銭(}) ~耕

~Oろ iま i 毒
Z 王 者襲
..... 信本""、目、_y;ポ 83 

iE!I: 
子

中
学
一
一
一
年

金
の
男
子

ツょやはてはりかんな「ま言…・0・慈しちる「白友々・ 談

人口輯数 126.425 !主五言よ宅 4 主義孝児童左足・曇 2 長そま歪言受 EqjRji警
世帯輯世 担 1曲(会 Z 主主モ苦主理主弓芸え売記号署名室主護老事面込零
封行域逝種 67 槌K四'1 つはっし僕飼いはリ勉も 吉子まナい もだであで強業主こ

|てじててのかる教わ強し いさず。う 、ん偲るても中突
入日密度 1 剖21 担め、ゆとらん科かもろ てん、 ζ 」そ、々よもしに例

I _0 つわくこ璽だ書んねく みのお ととう一頭う学なき喜か
続月b 世帯増 149 1 そかかえろ禁。の品。岬轍綴瀞 はいいし援で授い事 b 勘間
人ロ社錨抑制判証主主そだ長品警レ骨髄髄営加五主文定をえ長 K2 研市
本庁 75 .463 (世駅8.5出)1 らべいりけし頃ぬだな轍~-:..Jl舗，. φ またいき先か時て 相所育

大野田制(" 5.572) I まるたわりかょ が鶴A麟盟んワねだ強 力分ょのつ何
神関 5.3出(" 1.250) I ナこり A まるくおあ官額融濃紫顎蛮i だイ 。けし家ポは。あてか

| 。と、のく長わ子う議私_JI'"欝議蝿韓 も君主-è'ろもカチだげ、あ

:;;zc z;| 襲 でき 2422 完えて三??{のJt程々そ塁塁毛宮そ 22122
|カ 子とだとはてはねいいでこちつゥ:せ痛いしるも 1 I 

金回 2， 4担 (!I 5却)1 ウ とさ手け友、い、」るよねとだてン:に夜うろん哲|とわお
総 5.7拘(" 1 ， 2附|ン 孟通ぎたおる自 友ばつい。どい 0 のくだかとつれし前

|セ を発みち予の分 だ今自ってる白う 50 はなか攻守ち宇だ
土沢 3， 71印 (!f 610) I ラ ましでできでの ちっ。か、ん分せの高ドいらいち沼、ん
金筒4-，591 (" 加)1 ↓ また、すんす壬 は曹つりチだでダだ校い平ねでの孟だ号

l わり叱。を。と 、あま書吉ス。そメ 。つよ。。 、愚 7 
-7 月 lS現夜一 | せすつうとわほ 気つらしト友:5 7.主ヨて。勉 ポいいそ〉

品立たの3昭る範E霊に、よ

い行者いをした管少年
( 20才まで)カぜいたら、氏
名・年全・住所・学校ま

たは勤務先・推薦議由を

お知らせください。様車著
者の住所氏名も明記のニ

と。お践をといません。

広〈市民的推薦告おまち
します。

しミ


